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P2 −54−4　妊娠初期の HbAlc 国際標準値 （NGSP ） と児 の 形態異常発症頻度の 検討
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1目的】妊 娠 初 期の HbAlc （NGSP ：National　Glycohemoglobin　Standardization　Program，以下省略）値 と流産頻度 児の形

態異常の 発生頻度との 関連を検討す る，【方法】2011年以 降，妊娠初期より当施設で管理 し妊娠を帰結した 2342例の 後方視的

検討．【成績】2342例 中 43例が 1型また は 2型糖尿病 （DMI ／2）を合併 し，68例が 経過中妊娠糖尿病 （GDM ）を発症 した．
DM1 ／2群，　 GDM 群，正 常群 の HbAlc 値は，6．9± 1．5％，5．6± 0．6％，5．3± 0．3％ で あっ た．12週未満の 流産は HbAlc く 7．0％
で 2326 例中 112例 （4．8％ ），7．0％≦ で は 16例中 4 例 （25．0％）で 有意 に高率 で あっ たが 12週以降の 流産率 に は差がなか っ た．

22週 以 降に 出生 した 2205例 の うち形態異常を認め た の は HbAlc く 7．0％ で 2194例 中 54例 （2．5％），7．0％≦ で は 11例 中 1
例 （9．0％）で 有 意 差 は なか っ た．HbAlc く7．0％ の 症例 で は，心疾患が 17例．多合指や 四肢 の 異常が 8 例，口唇口蓋裂が 6
例，その ほか横隔膜ヘ ル ニ ア や多嚢胞性異形成腎を合併し，こ の うち 10例 （0．5％）が染色体異常 で あ っ た，初期の HbAlc
が 10．1％ であ っ た 2 型糖尿病 の 1例 は，児が caudal 　regression 　syndrome で あ っ た．【結論】妊娠初期の HbAlc （NGSP ）値が

7．0％ 以 上 の症例で は有意 に初期流産が 増加した．形態異常 の 発症頻度に関して は今回の 少数例の 検討 で は 明 らか に な らな

か っ たが，特有 の 形態異常が増加す る可 能性が 示 唆 され た，妊 娠 初 期 の 母体高血 糖 が胎 児 の 発生や 器 官形成に 良 くな い 影響を

及ぼす とする報告 は多い がその メ カ ニ ズ ム はわか っ て い ない ．今後 は症例 の 蓄積 と個々 の 症例の 解析に よ っ て 明 らか に する

必要が ある と考 え る．

P2−54−5　50gGCT （glucose 　challenge 　test）が 140　mg ／dl未満 の 症例の 周産期予後に 関する検討
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【目的】妊娠 中期50gGCT （glucose　challenge 　test）が 140　mg ／dl未満の 症例の 周産期予後を検討す る．【方法】倫理委員会の

承認を得た後 ， 妊娠 23〜28週 に 当院で 50gGCT を施行 した 結果 が 140　mg ／dl未満 で あ っ た 単胎妊婦 272症 例 を，　 GCT 値

（mg ／dl）が A 群 ；く 70，　 B 群 ；70〜79，　 C 群 ；80〜89，　 D 群 ；90〜99，　 E 群 ；100〜109，　 F 群 ；110〜119，　 G 群 ；120〜129，
H 群 ；130〜139 の 8 群 に分類 し，各周産期合併症 の 頻 度 を後 方視的 に検討 した．妊娠経過中に 耐糖能異常が 判明 した症例 や

75goGTT を行 っ た 症例 は 除外 した．統計 は ANOVA 検定，　 x2検定を行い，　 p く 0．05を有意とした．【成績11）母体の 妊娠前体

重 （p＝O．Ol），分娩時体重 （p−O．02）は H 群で 有意に多 く，
　 SGA 児の 頻度は D 群 （12．9％ ；p＝0．002）が最も多か っ た が，　 LGA

児 の 頻度に各群 間の 差 は認め な か っ た．母体年齢，その 他の 周産期合併症および新生児合併症 に も差は 認め なか っ た．2）今

回 の 検討 に お い て，妊娠中期 GCT が 140　mg ／d1未満 の 症 例か ら LGA 児の 分娩を予 測す る感度 ・特異度は，　GCT カ ッ トオ フ

値 が 110mg ／dlで 7＆6％
・37．7％，115　mg ／dlで 67．9％ ・45．1％，120　mg ／dlで 5α0％ ・54．9％，125　mg ／dlで 32．1％ ・63．5％，130

mg ／dlで 17．9％ ・77，5％，135　mg ／dlで 0，0％ ・91．0％ で あっ た．【結論】妊娠糖尿病 （GDM ）の 新診断基準 の 導入後，7590GTT
が 1 点の み異常 を きたす軽症 GDM が増加 して い るため，　 LGA 児の 出生を予測す る観点か らGDM の 妊娠中期ス ク リー

ニ ン

グとして新たな GCT カ ッ トオフ 値 の 設定が 必要か もしれ ない ，

P2 −54・6　当科 に お ける妊娠糖尿病産後 フ ォ ロ
ー

ア ッ プ外来の 現状
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【目的】糖尿病関連死の 多い 本県に お い て GDM の フ ォ ロ ー
ア ッ プ は極め て 重要で あ り，昨年本学会 で 当科に フ ォ ロ ーア ッ プ

外来を開設 した こ とを報告 した．今回 は その 現状 に つ い て 報告する ，【方法】2014年 1月か ら 2014 年 12月 まで 当院 で 分 娩 と

な っ た GDM 妊婦 40名を対象と した フ ォ ロ ーア ッ プ外来受診状況 結果を検討 した．【成績】産褥 75g経 口 糖負荷試験（GTT ）

を施行 した の は 40名中 36名で あ っ た，未 施 行 の 4名 中 2名 は検 査 予 定 日 に未 受診，1名 は 検査 リ ス ト漏 れ，1名は 他 院 紹介

とな っ た．GTT を施行した 36 名中，正 常型 19名，　IGT 型 17 名だ っ た．また 36名中内科 フ ォ ロ ーと な っ た の は 7名で あ り

全 員 IGT 型 で あ っ た．当科 フ ォ ロ ーと な っ た の は 27 名で ，正常型 17名，　IGT 型 10名 で あっ た，こ の うちそ の 後当科 フ ォ ロ ー

ア ッ プ外来を受診 した の は現時点で 21名で あ り，産褥時 ・1年後とも正常型 ll名 ， 産褥時正常型／1年後 IGT 型 4 名 ， 産褥

時 IGT ／1年後正 常型 1 名 ， 産褥時 ・1年後 とも IGT 型 4名，産褥時 IGT ／1 年後 DM 型 1名 で あ っ た，今 後 フ ォ ロ ーア ッ プ外

来受診予 定 とな っ て い るの は 6名で ある，フ ォ ロ
ー

ア ッ プ外来未受診者は 2 名 で あり，外来受診 リス ト漏 れ が原因で あっ た，

【結 論】当科 で 昨 年 分 娩 となっ た GDM 妊 婦 40名 中 脱 落者 がす で に 6名 とな っ て お り，そ の 主因 は，患者 の 未受診 と当科側の

リス ト漏れで あっ た．また，産後 1年で DM 型 に移行した 症例 を認め，当外来は DM 早期発見 に も有用 であ る こ とが 改め て

認識 され た，今後 は脱落者を出 さぬ ようさ らに工 夫を重ね，GDM フ ォ ロ
ー

ア ッ プ外来を継続 して い きた い．
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